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れらの結果より、in vivo・in vitro において、ケンフェロールは酸化ストレスや、引き続き生じる
アポトーシスを抑制する可能性が示唆された。 
ブレオマイシン誘導皮膚線維化モデルマウスは、強皮症患者における炎症の状態も模している
ことが知られている。一方、ケンフェロールは抗酸化作用だけでなく、抗炎症作用も有すること
が知られている。そこで、次に我々は、ブレオマイシン誘導線維化モデルマウスにおける炎症関
連因子に対するケンフェロールの影響を検討した。皮膚線維化部位ではCD3+T細胞やCD68+マク
ロファージの数が増加し、IL-6、TNF-α、TGF-βなどといった炎症や線維化を誘導するサイトカ
インの発現量が増加していたが、それらはケンフェロール投与によって有意に抑制された。これ
らの結果より、ケンフェロールは皮膚線維化部位において抗炎症作用を有する可能性が示唆され
た。 
今回の検討により、ブレオマイシン誘導線維化モデルマウスの皮膚において、ケンフェロール
は、低酸素によって増加したROS産生を抑制し、筋線維芽細胞、T細胞、マクロファージなどの
炎症細胞浸潤や、IL-6、TGF-β、TNFαなどの炎症性・線維化誘導サイトカインの産生を抑制させ
ることで、皮膚の線維化を改善させることが示唆された。ケンフェロールの投与が強皮症患者に
おける皮膚線維症の治療に応用できる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
